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下
田
南
地
区
の
翁
、
お
う
な
の
皆
さ
ま
、
今
年
も
お
元
気
で
、
敬
老
会
を
迎
え

ら
れ
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

９
月
８
日
（
土
）、
下
田
南
公
民
館
で
、
山
口
天
草
支
所
長
を
始
め
ご
来
賓
の

方
々
ご
臨
席
の
も
と
、

厳
か
に
、
ま
た
和
気
あ

い
あ
い
に
下
田
南
地
区

敬
老
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
余
興
で
は
下
田
南

小
学
校
の
８
名
の
児
童

が
１
３
８
年
の
歴
史
に

有
終
の
美
を
飾
っ
て
、

朗
読
、
歌
、
ダ
ン
ス
に

と
花
を
咲
か
せ
て
く
れ

ま
し
た
。 

午
後
か
ら
は
石
松
里

紗
ち
ゃ
ん
、
石
松
千
紗

ち
ゃ
ん
の
踊
り
に
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
エ
リ
ッ
ク
先
生
の

黒
田
武
士
、
と
て
も
素

晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

白
石
明
美
さ
ん
、
中
村
敬
司
会
長
、
鬼
海

節
子
さ
ん
に
は
プ
ロ
顔
負
け
の
カ
ラ
オ

ケ
を
ご
披
露
し
て
も
ら
い
、
老
人
会
と
生

活
部
会
で
は
爽
や
か
に
「
こ
れ
か
ら
音

頭
」
を
踊
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

入
口
大
介
さ
ん
に
よ
る
「
助
さ
ん
格
さ

ん
」
の
サ
ッ
ク
ス
演
奏
も
有
り
と
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
。
最
後
は
昭
和
３７
年
の
下

↑Ｓ37南小卒業生の皆さんと、下

田北からは婦人部の皆さんが

コラボして、敬老会では初とな

る「ひょっとこ踊り」をご披露!

軽快な腰振りと絶妙な手つき

で、敬老者の皆さまを楽しませ

ていました（^^） 

田
南
小
卒
業
生
と
下
田
北
婦
人
部
の
「
ひ

ょ
っ
と
こ
踊
り
」
で
大
い
に
賑
わ
い
ま
し

た
。
司
会
で
は
、
石
川
さ
ゆ
り
譲
り
の
美

声
で
軽
や
か
に
進
行
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
田
口
恵
さ
ん
、
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。 

交
感
神
経
と
副
交
感
神
経
の
バ
ラ
ン

ス
を
上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
免
疫
力

を
ア
ッ
プ
し
て
、
来
年
も
元
気
で
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

【
中
村
昭
廣
】 

↓下田南小児童による歌や朗読、 

くまもん体操の発表も! 

手作りのくまもんメダルの 

プレゼントもありました! 

↑下田南小町（老人会と生活部の皆さん）

がご一緒に、大泉逸郎さんの「これか

ら音頭」を踊りました♪長寿のお祝い

にぴったりの歌詞でした（^^） 

↓Ｓ37 南小卒業生を代表して、上野和生

さんからご挨拶！みんなで手作りされ

た幟旗や鳥居など、小物にもこだわら

れていた「ひょっとこ踊り」。観覧され

た方、全員が楽しめました！ 
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９
月
２３
日
（
日
）、
素
晴
ら
し

い
秋
空
の
下
、
下
田
南
総
合
運
動

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
来
年
は
下

田
南
小
学
校
が
閉
校
さ
れ
る
に

あ
た
り
、
地
域
と
小
学
校
の
合
同

運
動
会
も
残
念
な
が
ら
今
回
で

最
後
。「
思
い
出
に
残
る
運
動
会

を
」
と
児
童
と
地
域
住
民
が
相
互

に
参
加
で
き
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
等
も
競
技
に
追
加
し
て
、
終
始

和
気
藹
々
と
楽
し
み
な
が
ら
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

小
田
床
音
頭
終
了
後
に
は
、
児

童
、
先
生
方
、
地
域
住
民
全
員
が

集
合
し
て
、
記
念
撮
影
会
も
実

施
。（
２
、
３
ペ
ー
ジ
中
央
下
に

ま
た
が
る
写
真
） 

少
し
寂
し
い
気
持
ち
に
も
な

り
ま
し
た
が
、
撮
影
さ
れ
た
写
真

は
、
全
員
が
元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑

顔
。
最
後
の
運
動
会
に
ふ
さ
わ
し

い
た
く
さ
ん
の
笑
顔
の
一
コ
マ

で
、
参
加
者
全
員
に
、
最
高
の
運

動
会
の
思
い
出
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。 

左のページの昭和５０年の運動会の写真は、藪本哲子さんから写真をお借りしました。ありがとうございます。 
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下田南のデータ・・・１０８世帯（男９３人、女１３７人）高齢化率（65 歳以上）８９人 ３８．７％（平成2４年９月２８日現在） 

 

下田南小学校から配布された写真と同じ内容のもですが、若干違います。わかるかな？ 

永年にわたる下田南地区総合

運動会に幕が下りた。小学生 8

名を中心に、地区住民それぞれ

の思いで参加し、感慨もひとし

おであったと思う。 

はからずも半世紀前の運動会

に思いをはせる。戦後のいわゆ

る団塊世代の子どもたちが小学

生の頃である。当時の生徒数は

２００人近くいたと聞いている

ので当日会場に集まる人の数は４００～５００人は越したのではと考えられる。運動場は狭く,トラ

ック１周が８０メートル程で、急カーブで転ぶ者が多かった。見物席は部落別にくじ引きで決めて

いて、夜が明けると同時に各家からはござを持って駆けつけ、場所取りもそれは凄ましかった。 

そして・・・万国旗が舞う砂埃の中で家族と食べた弁当の味が今も舌に残っている。 

小田床の運動会は戦前の頃から村の大イベントであり、競技にも

様々な趣向を凝らした跡が見られる。ここに貴重な１枚の写真(上)

がある。昭和１６年、婦人会による赤穂浪士四十七士の仮装行列で

ある。戦前戦後に渡り、生めよ増やせよで頑張り、家を守った母親

たちである。母よあなたは強かった。        【白石宣子】 



 
１１月 
１８日（日）…鬼海山の神祭 
２４日（土）～２５日（日） 

…地域交流文化祭 
１２月 

２日（日）…ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ設置 
９日（日）…中野山の神祭 

天草町情報… 
１１月 ３日（日） 

五足の靴顕彰全国短歌大会 

１１月 ４日（日） 

夕陽の日ｺﾝｻｰﾄ（天草ﾌﾞﾙｰｶﾞｰﾃﾞﾝ） 

１１月１１日（日） 

      福連木子守唄まつり 

                              

                              

                      

総
合
運
動
会
が
９
月
２２
日
を
も
っ
て

終
わ
り
を
告
げ
ま
し
た
。
児
童
た
ち
の
元

気
な
声
と
は
裏
腹
に
、
最
後
に
し
て
は
あ

っ
け
な
か
っ
た
と
一
部
の
住
民
の
声
も

あ
り
、
せ
め
て
今
回
の
会
報
は
運
動
会
の

記
事
を
広
げ
て
掲
載
し
よ
う
と
い
う
こ

と
で
、
あ
え
て
昔
の
運
動
会
の
１
コ
マ
を

載
せ
た
次
第
で
す
。
も
っ
と
載
せ
た
い
、

昔
は
あ
あ
だ
っ
た
、
こ
う
だ
っ
た
、
ま
だ

ま
だ
何
か
忘
れ
物
を
し
た
よ
う
な
も
ど

か
し
さ
も
残
り
ま
す
が
、
し
か
し
後
ろ
ば

か
り
振
り
返
っ
て
も
詮
な
い
こ
と
、・
・
・
。

総
合
運
動
会
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
来
年

か
ら
は
小
規
模
な
が
ら
も
是
非
、
全
住
民

参
加
の
体
育
祭
の
開
催
を
期
待
し
ま
す
。 

 

【
白
石
宣
子
】 
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９
月
２５
日
（
火
）、
午
後
か
ら
稲
刈
り
を
実
施
し

ま
し
た
。
例
年
は
、
全
児
童
が
手
で
刈
り
取
っ
て
い

ま
し
た
が
、今
年
は
稲
が
倒
れ
て
し
ま
っ
た
事
も
あ

り
、
５
、
６
年
生
が
桁
山
幸
男
さ
ん
の
指
導
の
下
、

コ
ン
バ
イ
ン
で
の
作
業
に
な
り
ま
し
た
。暑
い
時
間

帯
で
し
た
が
、
手
で
刈
り
取
る
大
変
さ
に
比
べ
て
、

と
て
も
楽
に
作
業
が
で
き
ま
し
た
。刈
り
取
ら
れ
た

も
ち
米
は
、
み

ん
な
で
作
る
お

も
ち
に
な
っ

て
、
こ
れ
ま
で

地
域
の
方
々
に

好
評
を
い
た
だ

い
て
来
ま
し

た
。
長
年
続
け

て
き
ま
し
た
米

作
り
も
今
年
で

終
わ
り
ま
し

た
。
今
ま
で
米

作
り
に
携
わ
っ

て
下
さ
っ
た
地

域
の
皆
様
に
は

大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

【
関 

好
江
】 

 

★
地
域
交
流
文
化
祭
で
実
施
す
る 

バ
ザ
ー
（
物
品
）
の
募
集
に
つ
い
て 

「
物
置
に
、
タ
ン
ス
の
奥
に
眠
っ
て
い
る

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
食
器
類
、衣
類
な

ん
で
も
構
い
ま
せ
ん
！
」
１０
月
に
『
振
興

会
か
ら
の
お
知
ら
せ
』
チ
ラ
シ
で
も
地
域
の

皆
さ
ま
へ
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
本
件

で
す
が
、
ま
だ
物
品
が
少
な
い
状
況
で
す
。

も
し
か
し
た
ら
…
と
心
あ
た
り
の
あ
る
方

は
、
是
非
、
振
興
会
地
域
づ
く
り
部
会
の
藪

本
哲
子
さ
ん
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！ 

お
問
い
合
わ
せ
は
５
４
Ｉ
８
６
３
３
ま
で 

敬老会余興のひょっとこ踊
りでの一コマ。メイクがま
るで、バ○殿ですよ！ 
中村昭廣さん！！（^^） 

ホッと一息？たくさんのもち米が収穫

されました！来年はないのかと思う

と、少し寂しいですね… 

見事にコンバインに乗って運転してい

ます。桁山さんの指導のおかげ…か

な？(^^) 

 10 月 21 日（日）、

「小田床天満宮例大祭」

が開催されました。私も

御輿を担ぐ六尺組（担ぎ

手）の一人として、重量

感ある神輿を、お下りか

らお上り、それから最後

の奉納までと参加させていただきました。お下り～お

上りまでは、台車を利用することで、負担も感じませ

んでしたが、奉納前に神社を練り歩く「縦横無尽に

揺り動かすことによって、神様も観衆も喜ぶとさ

れている…」あの御輿担ぎの動きは、かなりの負荷

を感じた次第で、六尺組全体の息が合わないと、動作

一つ一つがもの凄く難しく感じました。一昔前まで

は、台車もなく、それこそ、最初から最後まで担いで

回ったとのこと。肩の痛みと共に、先人の偉大さを改

めて実感したところです。氏子総代長をお務めあげた

白石徳美さんを始め、皆さま、大変お疲れ様でした。 【田口秀樹】 


